
目　次

v

　目　次

一�　
　

蜷
川
幸
雄
は
バ
イ
ク
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
隣
席
に
ど
さ
り
と
置
い
た

『
稽
古
場
と
い
う
名
の
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
三
人
姉
妹
』��

一
九
八
四
年
秋

二�　
　

キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
町
に
生
ま
れ
て

『
下
谷
万
年
町
物
語
』��

一
九
三
五
年
秋

三�　
　

美
術
へ
の
憧
憬
。
開
成
中
学
・
高
校
時
代

『
制
服
』��

一
九
四
八
年
春

四�　
　

青
俳
養
成
所
。
俳
優
か
ら
演
出
家
へ

『
コ
ー
ス
ト
・
オ
ブ
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
』��

一
九
五
五
年
春

171116



vi

五�　
　

現
代
人
劇
場
と
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム

『
真
情
あ
ふ
る
る
軽
薄
さ
』��

一
九
六
九
年
夏

六�　
　

敗
れ
去
っ
た
者
の
情
念
的
伴
走
者
と
し
て

『
ぼ
く
ら
が
非
情
の
大
河
を
く
だ
る
時
』��

一
九
七
二
年
秋

七�　
　

櫻
社
解
散
と
参
宮
橋
事
件

『
泣
か
な
い
の
か
？

泣
か
な
い
の
か
一
九
七
三
年
の
た
め
に
？
』��

一
九
七
四
年
夏

八�　
　

市
川
染
五
郎
の
ロ
ミ
オ
は
疾
走
す
る

『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』��

一
九
七
四
年
春

九�　
　

唐
十
郎
へ
の
恩
義
。
三
島
由
紀
夫
へ
の
反
発

『
唐
版
滝
の
白
糸
』��

一
九
七
五
年
冬

一
〇�　

劇
作
家
秋
元
松
代
最
大
の
ヒ
ッ
ト
作

『
近
松
心
中
物
語
』��

一
九
七
九
年
冬

263446536473



目　次

vii

一
一�　

海
外
へ
の
道
筋
。
東
方
か
ら
来
た
メ
デ
ィ
ア

『
王
女
メ
デ
ィ
ア
』『
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
マ
ク
ベ
ス
』��

一
九
八
三
年
夏

一
二�　

押
す
者
の
い
な
い
乳
母
車

『
に
ご
り
江
』��

一
九
八
四
年
冬

一
三�　

一
発
の
銃
声
で
青
春
が
終
わ
っ
た
日

『
タ
ン
ゴ
・
冬
の
終
わ
り
に
』��

一
九
八
四
年
春

一
四�　

蜷
川
ス
タ
ジ
オ
の
誕
生
と
過
酷
な
演
出

『
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
少
年
少
女
鼓
笛
隊
に
よ
る
血
の
婚
礼
』��

一
九
八
六
年
夏

一
五�　

大
新
聞
に
、
一
部
の
壁
新
聞
で
対
抗
す
る

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』��

一
九
八
八
年
春

一
六�　

そ
し
て
中
劇
場
へ
。
目
線
を
演
出
す
る

『
三
人
姉
妹
』��

一
九
九
二
年
冬

819296102112118



viii

一
七�　

背
水
の
陣
で
小
劇
場
へ

『
夏
の
夜
の
夢
』��

一
九
九
四
年
春

一
八�　

階
段
を
の
ぼ
り
、
権
力
へ
と
す
り
よ
る

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』��

一
九
七
八
年
夏

一
九�　

蜷
川
幸
雄
の
横
顔
。
翻
訳
家
の
目

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』��

一
九
九
五
年
秋

二
〇�　

激
情
と
思
慮
の
た
だ
な
か
で

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』��

二
〇
一
五
年
冬

二
一�　

栄
誉
と
芸
術
監
督

『
身
毒
丸
』��

一
九
九
五
年
冬

二
二�　

藤
原
竜
也
十
四
歳
の
出
現

『
身
毒
丸
』��

一
九
九
七
年
春

124132137143149152



目　次

ix

二
三�　

野
田
秀
樹
作
品
に
挑
む

『
パ
ン
ド
ラ
の
鐘
』��

一
九
九
九
年
冬

二
四�　

国
が
倒
れ
る
す
さ
ま
じ
い
音

『
グ
リ
ー
ク
ス
』��

二
〇
〇
〇
年
夏

二
五�　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
悪
夢

『
マ
ク
ベ
ス
』��

二
〇
〇
一
年
冬

二
六�　
「
蜷
川
イ
ヤ
ー
ズ
」
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ
ス
ト

『
マ
ク
ベ
ス
』��

二
〇
〇
一
年
冬

二
七�　

大
竹
し
の
ぶ
と
寺
島
し
の
ぶ
。
獰
猛
に
し
て
果
敢
な

『
欲
望
と
い
う
名
の
電
車
』��

二
〇
〇
二
年
春

二
八�　

吉
田
鋼
太
郎
主
演
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

『
タ
イ
タ
ス
・
ア
ン
ド
ロ
ニ
カ
ス
』��

二
〇
〇
四
年
冬

158165172177180183



x

二
九�　

野
村
萬
斎
は
生
を
嘆
く

『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』��

二
〇
〇
四
年
春

三
〇�　

歌
舞
伎
、
そ
の
前
近
代
的
な
闇
と
死

『
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
十
二
夜
』��

二
〇
〇
五
年
夏

三
一�　

怒
り『

ペ
リ
ク
リ
ー
ズ
』��

二
〇
〇
三
年
冬

三
二�　

井
上
ひ
さ
し
と
の
蜜
月

『
天
保
十
二
年
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』��

二
〇
〇
五
年
秋

三
三�　

オ
ー
ル
メ
ー
ル
キ
ャ
ス
ト
。
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
匂
い

『
お
気
に
召
す
ま
ま
』��

二
〇
〇
四
年
夏

三
四�　

ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
と
ネ
ク
ス
ト
・
シ
ア
タ
ー
。
車
の
両
輪
の
よ
う
に

『
真
田
風
雲
録
』��

二
〇
〇
九
年
秋

198203209214220224



目　次

xi

三
五�　

村
上
春
樹
を
ア
ク
リ
ル
の
空
間
に
収
め
る

『
海
辺
の
カ
フ
カ
』��

二
〇
一
二
年
春

三
六�　

香
港
の
リ
ア
王

『
鴉
よ
、
お
れ
た
ち
は
弾
丸
を
こ
め
る
』��

二
〇
一
四
年
秋

三
七�　

も
う
少
し
優
し
く
し
と
け
ば
な
あ
。
演
出
補
井
上
尊
晶
の
述
懐

『
鴉
よ
、
お
れ
た
ち
は
弾
丸
を
こ
め
る
』��

二
〇
一
四
年
秋

三
八�　

生
と
は
猥
雑
に
し
て
神
聖
で
は
な
い
か

『
リ
チ
ャ
ー
ド
二
世
』��

二
〇
一
五
年
春

三
九�　

長
い
お
別
れ
。
も
う
、
こ
の
劇
場
の
主
は
い
な
い

『
尺
に
は
尺
を
』��

二
〇
一
六
年
春

あ
と
が
き
　
　
265

232241246250260





1　蜷川幸雄はバイクのヘルメットを隣席にどさりと置いた

1

　
「
平
幹
二
朗
っ
て
俳
優
は
ね
。
喉
に
三
ミ
リ
、
紙
で
こ
す
っ
て
浅
い
傷
が
で
き
た
だ
け
で
、
紙
で
で
す
よ
、
い
わ
れ

な
け
れ
ば
見
え
な
い
く
ら
い
の
傷
で
す
。
そ
れ
で
こ
れ
ま
で
の（
音
域
の
）最
高
音
が
出
な
く
な
っ
た
。
引
退
し
な
け
れ

ば
と
言
い
出
す
ん
で
す
」

　

蜷
川
は
唐
突
な
話
題
を
い
き
な
り
口
に
し
た
。
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
来
る
間
、
頭
に
こ
び
り
つ
い
て
い
た
考
え
な
の

だ
ろ
う
か
。

　

一
九
八
四
年
の
秋
に
蜷
川
幸
雄
と
は
じ
め
て
会
っ
た
。
今
は
も
う
な
い
情
報
誌
「
シ
テ
ィ
ロ
ー
ド
」
の
編
集
部
か
ら
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
依
頼
さ
れ
、
渋
谷
の
東
武
ホ
テ
ル
一
階
の
喫
茶
室
で
待
ち
合
わ
せ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
蜷
川
の
舞
台
を

観
て
は
い
た
が
、
面
識
は
な
い
。
ま
だ
、
二
十
代
だ
っ
た
私
は
、
緊
張
し
て
演
出
家
を
待
っ
て
い
た
。

一
　�
蜷
川
幸
雄
は
バ
イ
ク
の
ヘル
メ
ッ
ト
を
隣
席
に
ど
さ
り
と
置
い
た

『
稽
古
場
と
い
う
名
の
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
三
人
姉
妹
』� 　��

　�

一
九
八
四
年
秋
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バ
イ
ク
に
乗
っ
て
現
れ
た
蜷
川
は
、
隣
の
席
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
無
造
作
に
置
い
た
。

　
「
中
年
に
な
っ
て
か
ら
バ
イ
ク
を
始
め
た
か
ら
ね
。
平
幹
二
朗
は
、
も
う
弔
辞
を
用
意
し
て
い
る
っ
て
い
っ
て
い
る

よ
」
と
い
っ
て
笑
っ
た
。
引
退
や
弔
辞
の
よ
う
な
重
み
の
あ
る
言
葉
を
軽
々
と
使
う
人
な
の
だ
と
思
っ
た
。

　

精
悍
な
空
気
が
漂
う
。
け
れ
ど
人
を
と
ろ
か
す
よ
う
な
笑
顔
を
持
っ
て
い
る
。
気
さ
く
で
偉
ぶ
る
こ
と
の
な
い
雰
囲

気
で
、
さ
し
た
る
経
験
も
な
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
に
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。
今
も
あ
の
午
後
の
日
差
し
の
な
か
で
、
笑

顔
を
絶
や
さ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
話
し
て
い
た
姿
を
思
い
出
す
。
蜷
川
幸
雄
四
十
九
歳
の
秋
で
あ
っ
た
。

　

蜷
川
幸
雄
は
、
自
ら
の
名
前
で
観
客
を
呼
べ
る
演
出
家
と
し
て
、
商
業
演
劇
の
革
新
者
で
も
あ
っ
た
。
主
演
俳
優
の

名
前
と
同
等
以
上
に
、
演
出
、
蜷
川
幸
雄
の
名
前
が
宣
伝
に
使
わ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
も
蜷
川
は
こ
の
世
界
で
、
ま
ぎ

れ
も
な
く
権
力
を
掌
握
し
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
時
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
た
原
稿
は
商
業
演
劇
の
舞
台
に
触
れ
た
後
は
、
残
り
の
紙
幅
を
蜷

川
幸
雄
が
九
月
に
若
い
俳
優
、
ス
タ
ッ
フ
と
結
成
し
た
Ｇ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ　

Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ　

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
に

割
い
て
い
る
。

　

こ
の
集
団
は
Ｇ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ　

Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ　

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
と
し
て
出
発
し
た
が
、
九
二
年
に
は
改
称

し
て
い
る
。
表
記
は
英
文
、
和
文
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
蜷
川
ス
タ
ジ
オ
に
こ
こ
で
は
統
一
し
て
お

く
。

　

蜷
川
は
、
こ
の
新
し
い
集
団
が
十
一
月
、
十
二
月
に
発
表
す
る
『
稽
古
場
と
い
う
名
の
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
三
人
姉

妹
』（
ア
ン
ト
ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
作

神
西
清
訳
）に
つ
い
て
語
る
と
き
熱
を
帯
び
た
。



1　蜷川幸雄はバイクのヘルメットを隣席にどさりと置いた

3

　

蜷
川
が
率
い
る
蜷
川
ス
タ
ジ
オ
は
、
俳
優
た
ち
が
作
っ
て
き
た
エ
チ
ュ
ー
ド
を
再
構
成
し
た
試
演
会
か
ら
、『
三
人

姉
妹
』
の
よ
う
な
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
古
典
を
新
し
い
解
釈
で
上
演
す
る
本
格
的
な
公
演
へ
と
進
も
う
と
し
て
い
た
。

　

蜷
川
は
当
時
、
帝
国
劇
場
、
日
生
劇
場
を
中
心
に
東
宝
制
作
の
舞
台
を
作
り
続
け
て
い
た
。
一
九
八
四
年
一
月
、
樋

口
一
葉
原
作
の
『
に
ご
り
江
』（
日
生
劇
場
）、
四
月
、
清
水
邦
夫
『
タ
ン
ゴ
・
冬
の
終
わ
り
に
』（
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
西
武
劇
場
）、

五
月
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
『
王
女
メ
デ
ィ
ア
』（
新
宿
花
園
神
社
野
外
公
演
）、
六
月
、
秋
元
松
代
『
元
禄
港
歌
』（
御
園
座
）と
ひ

っ
き
り
な
し
に
公
演
が
続
い
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
こ
の
の
ち
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
る
す
ぐ
れ
た
舞
台
で
、
今
を
と
き

め
く
演
出
家
と
目
さ
れ
て
い
た
。

　

国
内
ば
か
り
で
は
な
い
。
世
界
へ
の
進
出
の
初
期
に
あ
た
り
、
こ
の
年
の
七
月
か
ら
は
『
王
女
メ
デ
ィ
ア
』
を
持
っ

て
ギ
リ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
公
演
を
行
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
公
演
は
、
八
三
年
の
イ
タ
リ
ア
、
ギ

リ
シ
ア
に
次
い
で
二
度
目
。
前
回
の
ア
テ
ネ
公
演
で
は
、
山
の
上
に
あ
る
リ
ュ
カ
ベ
ト
ス
劇
場
だ
っ
た
が
、
評
判
が
高

か
っ
た
た
め
に
、
ギ
リ
シ
ア
を
代
表
す
る
円
形
劇
場
の
ヘ
ロ
デ
ス
・
ア
テ
ィ
コ
ス
劇
場
に
迎
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
時
の
映
像
記
録
が
今
も
残
っ
て
い
る
が
、
晴
れ
が
ま
し
い
舞
台
に
胸
を
張
る
出
演
者
の
姿
が
す
が
す
が
し
い
。

凱
旋
公
演
も
ま
た
、
新
宿
花
園
神
社
で
行
わ
れ
、
ま
さ
し
く
八
面
六
臂
の
活
躍
で
あ
っ
た
。

　

蜷
川
は
商
業
演
劇
の
演
出
家
で
あ
る
こ
と
に
安
住
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
成
功
に
も
酔
っ
た

り
は
し
な
か
っ
た
。
満
ち
足
り
て
い
る
は
ず
の
時
期
に
、
あ
え
て
自
分
自
身
の
集
団
を
持
っ
た
。
こ
の
の
ち
本
書
で
語

っ
て
い
く
が
、
蜷
川
は
生
涯
、
商
業
的
に
も
成
立
す
る
作
品
と
若
い
世
代
と
の
共
同
作
業
を
並
行
し
て
行
っ
て
き
た
。

こ
の
二
重
性
が
な
ぜ
蜷
川
に
つ
き
ま
と
っ
た
の
か
、
私
は
興
味
深
く
思
う
。
蜷
川
と
い
う
演
出
家
の
な
か
に
巣
く
っ
て
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い
た
あ
る
種
の
分
裂
は
、
私
が
は
じ
め
て
会
っ
た
時
期
に
、
は
っ
き
り
と
顕
在
化
し
て
い
た
。

　

蜷
川
は
蜷
川
ス
タ
ジ
オ
の
目
的
に
つ
い
て
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。
今
後
の
蜷
川
を
考
え
る
上
で
重
要
に
思
わ
れ
る
の

で
引
用
す
る
。

　
「
最
近
、
テ
レ
ビ
の
俳
優
と
か
歌
手
を
評
価
の
基
準
に
す
る
か
ら
ね
、
ユ
ニ
ー
ク
な
個
性
を
持
っ
た
人
が
、
養
成
さ

れ
る
途
中
で
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
で
、
お
も
し
ろ
い
俳
優
が
ど
ん
ど
ん
少
く
な
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
。
僕
は
そ

ん
な
俳
優
を
集
め
た
い
。
今
年
も
男
5
人
、
女
5
人
ぐ
ら
い
採
ろ
う
と
思
っ
て
い
て
ね
。
あ
ま
り
年
を
と
っ
て
い
る
と
、

せ
っ
か
く
の
若
い
連
中
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
崩
れ
る
か
ら
、
年
齢
的
に
は
30
ぐ
ら
い
の
人
。
そ
う
い
う
人
が
い
た
ら
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
て
ほ
し
い
ね
。（
中
略
）古
く
て
ダ
メ
な
の
は
入
れ
換
え
る
。
ど
う
し
て
か
っ
て
い
う
と
、
集
団

と
い
う
の
は
、
す
ぐ
に
固
定
化
し
て
、
ひ
と
つ
の
世
界
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
。
僕
も
何
回
も
集
団
を
作
っ
て
は
、
壊

し
て
き
た
か
ら
わ
か
る
け
ど
、
一
回
、
ち
ょ
っ
と
評
判
よ
か
っ
た
ら
、
も
う
ダ
メ
ね
。
だ
か
ら
次
の
血
を
入
れ
て
、
今

い
る
ヤ
ツ
ら
を
脅
か
し
て
や
ろ
う
、
と
。
ダ
メ
な
ら
ど
ん
ど
ん
は
じ
か
れ
て
い
く
。
ペ
ア
を
組
む
と
き
に
相
手
に
な
っ

て
も
ら
え
な
い
。
そ
う
い
う
危
険
な
状
況
に
あ
る
と
い
う
の
が
、
俳
優
に
と
っ
て
は
一
番
い
い
こ
と
な
ん
だ
」（
初
出

「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
」
一
九
八
五
年
二
月
号
／
蜷
川
幸
雄
『
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
増
補

1

9

6

9
〜
2

0

0

1
』
二
〇
〇
二
年

河
出
書
房

新
社
）

　

こ
の
言
葉
か
ら
も
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
採
否
を
決
定
す
る
の
は
、
蜷
川
幸
雄
自
身
だ
と
わ
か
る
。
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帝
劇
や
日
生
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
舞
台
は
、
い
か
に
前
衛
的
だ
と
い
っ
て
も
、
商
業
資
本
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
る
商

品
で
あ
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
ま
た
、
東
宝
と
い
う
大
組
織
の
な
か
で
は
、
蜷
川
幸
雄
と
い
え
ど
も
す
べ
て
が
思

い
の
ま
ま
に
な
る
は
ず
も
な
い
。
上
演
演
目
や
配
役
も
、
蜷
川
の
一
存
で
は
決
め
ら
れ
な
い
。
け
れ
ど
、
こ
の
蜷
川
ス

タ
ジ
オ
で
は
、
ま
さ
し
く
蜷
川
が
頂
点
に
君
臨
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
古
く
て
ダ
メ
な
の
は
入
れ
換
え
る
」「
次
の
血
を
入
れ
て
、
今
い
る
ヤ
ツ
ら
を
脅
か
し
て
や

ろ
う
」
と
い
う
発
言
で
、
劇
団
の
主
宰
者
と
し
て
の
自
負
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
蜷
川
は
自
分
自
身
の
強
い
言
葉
に
照
れ

た
の
か
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
終
わ
り
に
こ
う
付
け
加
え
て
い
る
。

　
「
蜷
川
ス
タ
ジ
オ
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
自
分
に
虚
名
が
あ
る
か
ら
、
他
に
優
秀
な
ヤ
ツ
が
い
れ
ば
〇
〇
ス
タ
ジ
オ

に
し
て
も
い
い
」

　

と
は
い
え
、
こ
の
蜷
川
ス
タ
ジ
オ
か
ら
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
で
結
成
し
た
さ
い
た
ま
ネ
ク
ス
ト
・
シ
ア
タ

ー
ま
で
、
蜷
川
は
若
手
中
心
の
劇
団
を
組
織
し
、
主
宰
者
の
立
場
を
譲
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
集
団
の
な
か
で
、
ま
ぎ

れ
も
な
く
権
力
者
で
あ
り
続
け
た
。
権
力
と
引
き
替
え
に
孤
独
な
存
在
に
な
ろ
う
と
、
決
し
て
怖
れ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
私
が
蜷
川
の
演
出
家
と
し
て
の
人
生
に
つ
い
て
振
り
返
っ
た
と
き
、
切
実
に
思
え
る
の
は
、
蜷
川
が
老
い
に

よ
っ
て
才
能
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
折
に
触
れ
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
「
僕
自
身
の
問
題
で
す
が
、
僕
は
四
九
歳
。
来
年
は
五
〇
に
な
る
。
だ
い
た
い
五
〇
歳
過
ぎ
て
る
い
い
演
出
家
っ
て

あ
ま
り
い
な
い
ん
で
す
」

　

当
時
、
二
十
八
歳
だ
っ
た
私
は
、
こ
の
原
稿
の
末
尾
に
、「
こ
の
人
が
演
出
を
止
め
る
と
き
が
く
る
な
ど
と
は
、
到
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底
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
、
書
い
て
い
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
蜷
川
は
二
〇
一
六
年
の
五
月
十
二
日
、
肺
炎
に
よ
る
多
臓
器
不
全
の
た
め
八
十
歳
で
逝
去
し
て
い
る
。

前
年
十
二
月
に
入
院
す
る
ま
で
は
、
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
稽
古
場
で
過
ご
し
た
。
演
出
作
が
十
本
を
超
え
る
年
も
少
な

く
な
い
。
蜷
川
は
老
い
の
恐
怖
と
闘
い
つ
つ
逝
っ
た
。
そ
の
事
実
は
揺
る
ぎ
な
い
。
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蜷
川
幸
雄
は
、
一
九
三
五
年
十
月
十
五
日
に
、
埼
玉
県
川
口
市
に
生
ま
れ
て
い
る
。
翌
三
六
年
の
二
月
に
は
二
・
二

六
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
か
ら
、
第
二
次
大
戦
を
間
近
に
控
え
た
動
乱
の
時
期
に
生
を
う
け
た
こ
と
に
な
る
。

　
生
家
は
洋
服
屋
で
、
蜷
川
は
職
人
で
あ
る
父
の
背
中
を
見
て
育
っ
た
。
姉
が
一
人
、
兄
三
人
が
い
て
、
五
人
兄
弟
の

末
っ
子
に
あ
た
る
。

　「
僕
の
父
親
は
洋
服
の
仕
立
て
職
人
で
し
た
。
父
親
や
母
親
た
ち
が
ど
ん
な
に
一
生
懸
命
に
生
き
た
っ
て
、
た
か
が

知
れ
た
人
生
で
し
か
な
い
。
し
ょ
ん
ぼ
り
し
た
後
ろ
姿
で
父
親
が
座
っ
て
い
た
り
す
る
の
を
、
息
子
と
し
て
見
て
い
ま

し
た
。
痛
ま
し
い
と
い
う
か
、「
そ
ん
な
に
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
し
な
く
て
も
い
い
の
に
、
大
変
だ
な
あ
」「
職
人
と
い

二
　�
キ
ュー
ポ
ラ
の
町
に
生
ま
れ
て

『
下
谷
万
年
町
物
語
』� 　��

　�

一
九
三
五
年
秋
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う
の
は
、
何
で
こ
ん
な
に
仕
事
が
好
き
な
ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
苛
立
ち
で
も
あ
る
わ
け
で

す
。
そ
う
や
っ
て
黙
っ
て
生
き
て
い
る
人
間
た
ち
に
も
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
価
値
が
あ
っ
て
、
光
を
与
え
る
こ
と
を
忘
れ

ち
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
は
、
ス
ト
イ
シ
ズ
ム
と
し
て
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
」（
蜷
川
幸
雄

長
谷
部
浩
『
演
出
術
』
二
〇
一

二
年

ち
く
ま
文
庫
）

　
演
出
家
は
芸
術
家
で
あ
る
以
前
に
職
人
で
あ
り
た
い
と
蜷
川
は
願
っ
て
い
た
。
そ
う
思
う
原
型
は
、
父
の
背
中
に
あ

っ
た
。

　
鋳
物
の
町
工
場
が
建
ち
並
ぶ
川
口
に
育
っ
た
。
こ
の
下
町
で
は
日
常
の
挨
拶
が
「
元
気
か
、
ば
か
や
ろ
う
」
だ
っ
た
。

乱
暴
だ
が
親
愛
に
満
ち
た
言
葉
が
威
勢
良
く
飛
び
出
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
方
、
母
は
華
や
か
な
舞
台
が
大
好
き
だ
っ
た
。

　
母
に
連
れ
ら
れ
て
東
京
の
中
心
部
に
歌
舞
伎
や
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
を
観
に
通
っ
た
体
験
を
、
後
年
懐
か
し
く
語
っ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
諏
訪
根
自
子
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
藤
原
歌
劇
団
の
『
カ
ル
メ
ン
』
を
あ
げ
て
い

る
。
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
、
母
は
初
代
中
村
吉
右
衛
門
、
父
は
二
代
目
市
川
猿
之
助（
初
代
猿
翁
）の
贔
屓
だ
っ
た
。

　
県
境
に
位
置
す
る
と
は
い
え
、
川
口
市
は
埼
玉
県
で
あ
っ
て
、
東
京
都
で
は
な
い
。
京
浜
東
北
線
に
乗
っ
て
鉄
橋
を

越
え
、
川
を
渡
る
と
東
京
都
に
な
る
。

　
父
と
母
、
職
人
の
町
川
口
と
歓
楽
街
の
日
比
谷
・
有
楽
町
・
木
挽
町
。
日
常
と
非
日
常
。
こ
う
し
た
振
れ
幅
の
多
い

世
界
を
体
験
し
つ
つ
蜷
川
は
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
。
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後
年
、
蜷
川
は
劇
作
家
唐
十
郎
が
書
い
た
自
伝
的
な
戯
曲
『
下
谷
万
年
町
物
語
』
を
一
九
八
一
年
に
上
演
し
て
い
る
。

川
口
の
気
質
や
環
境
と
、
唐
が
生
ま
れ
育
っ
た
台
東
区
上
野
の
下
谷
万
年
町
を
比
較
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。『
下

谷
万
年
町
物
語
』
は
、
浅
草
の
軽
演
劇
の
劇
団
「
サ
フ
ラ
ン
座
」
を
め
ぐ
る
物
語
だ
。

　「
富
山
か
ら
東
京
に
出
て
き
た
母
親
が
戦
争
が
終
わ
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
夢
の
よ
う
に
憧
れ
て
い
た
も
の
を
観

た
く
て
、
子
供
を
連
れ
て
行
く
。（
中
略
）だ
か
ら
、
唐
さ
ん
と
は
真
逆
の
芸
能
体
験
で
、
軽
演
劇
は
ほ
と
ん
ど
観
て
な

い
ん
で
す
。

　
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
い
て
、
い
ま
だ
に
ず
っ
と
尾
を
引
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

演
出
を
し
て
い
て
何
が
一
番
神
経
を
使
う
か
と
い
う
と
、
喜
劇
の
人
と
仕
事
を
す
る
と
き
で
す
ね
。
自
分
よ
り
苦
労
し

て
育
っ
て
き
た
人
に
対
し
て
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
る
と
同
時
に
気
を
遣
う
。
喜
劇
出
身
の
俳
優
さ
ん
は
、
人
の
上

に
来
る
人
だ
と
か
、
演
出
家
だ
と
か
、
周
辺
の
人
、
あ
る
い
は
フ
ァ
ン
も
含
め
て
、
人
間
の
存
在
に
つ
い
て
、
少
し
底

辺
の
生
活
を
し
な
が
ら
世
界
を
見
た
経
験
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
地
を
這
う
よ
う
な
生
活
を
し
て
き
た
人
に
か
か
れ
ば
、

演
出
家
の
虚
勢
な
ん
て
簡
単
に
見
破
ら
れ
ま
す
よ
」（『
演
出
術
』）

　
蜷
川
は
後
年
、
ア
ン
グ
ラ
演
劇
や
新
劇
の
俳
優
ば
か
り
で
は
な
く
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
来
た
俳
優
と
も
積
極
的
に

仕
事
を
し
た
。
歌
舞
伎
、
宝
塚
、
大
衆
演
劇
、
プ
ロ
レ
ス
な
ど
、
俳
優
が
そ
の
技
芸
を
身
に
つ
け
た
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

な
か
っ
た
。



10

　
ま
た
、
蜷
川
が
雑
多
な
下
町
の
風
俗
に
つ
い
て
、
生
理
的
な
嫌
悪
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

　「
汚
い
も
の
が
嫌
い
な
ん
で
す
。
い
ま
だ
に
浅
草
を
歩
い
て
い
て
、
歩
道
が
汚
か
っ
た
り
、
ご
み
箱
が
あ
ふ
れ
て
い

た
り
、
煮
込
み
と
か
も
あ
り
ま
す
ね
。
あ
あ
い
う
の
を
見
て
ら
れ
な
い
。（
中
略
）痰
を
吐
い
た
よ
う
な
跡
が
あ
る
よ
う

な
歩
道
を
歩
く
の
が
、
だ
め
な
ん
で
す
。
い
ま
だ
に
苦
手
。
そ
れ
は
あ
る
種
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
裏
返
し
な
ん
で
し

ょ
う
。
痰
も
我
慢
し
て
、
何
か
つ
か
ま
な
い
限
り
、
世
界
の
全
体
は
手
に
入
ら
な
い
と
思
っ
て
は
い
る
ん
で
す
が
。
唐

は
平
気
で
さ
っ
と
浅
草
を
あ
た
か
も
自
分
の
世
界
の
よ
う
に
や
る
け
ど
、
実
は
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
的
な
教
養
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
状
況
劇
場
に
遊
び
に
行
っ
て
一
番
驚
い
た
の
は
、
み
ん
な
で
フ
ラ
ン

ス
語
や
英
語
で
上
演
さ
れ
た
演
劇
の
レ
コ
ー
ド
を
聞
い
た
り
し
て
い
た
こ
と
で
し
た
」（『
演
出
術
』）

　
世
界
の
全
体
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
生
理
的
な
嫌
悪
感
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
は
か
な
わ
ぬ
こ
と
で
あ

っ
た
。
人
間
は
生
ま
れ
た
環
境
が
生
み
出
す
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
一
生
つ
き
ま
と
わ
れ
る
。
蜷
川
は
そ
の
残
酷
さ
を
よ

く
知
っ
て
い
た
。
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